
　

照
沼
小
学
校
の
校
舎
改
築
に
伴
い
、
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た「
堀ほ

っ
こ
め米

Ａ
遺
跡
」。
そ
こ
で
発
見
さ
れ

た「
硬こ

う
ぎ
ょ
く
せ
い

玉
製
大た

い
し
ゅ珠

」が
、新
た
に
茨
城
県
の
県
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、ご
紹
介
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】生
涯
学
習
課
博
物
館･

文
化
財
担
当（
歴
史
と
未
来
の
交
流
館
内 
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▲堀米Ａ遺跡で発見された５点の硬玉製
大珠

▲茨城県から交付された
指定書

▲歴史と未来の交流館
（展示室２）で展示中

▲

　

今
回
、
県
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ

た
硬
玉
製
大
珠
は
、
新
潟
県
糸
魚
川
産

神
秘
の
宝
石「
ヒ
ス
イ
」

　

硬
玉
製
大
珠
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
、
皆
さ
ん
は
ご
存
じ
で
す
か
。

　
「
硬
玉
」と
は
、
ヒ
ス
イ（
翡
翠
）の
こ

と
。
そ
し
て「
大
珠
」は
、
装
身
具（
ア

ク
セ
サ
リ
ー
）と
し
て〝
ム
ラ
の
長
〟の

よ
う
な
人
物
だ
け
が
持
つ
こ
と
が
で
き

た〝
威
信
財
〟と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

有
力
者
が
身
に
着
け
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る「
硬
玉
製
大
珠
」

　

硬
玉
製
大
珠
が
発
見
さ
れ
た
堀
米
Ａ

遺
跡
は
、
今
か
ら
約
５
０
０
０
年
前
の

縄
文
時
代
中
期
に
あ
っ
た
、
大
き
な〝
ム

ラ
〟の
跡
で
す
。
推
定
面
積
は
約
２
万
平

方
メ
ー
ト
ル
で
、
ム
ラ
の
中
心
に
は
広

場
と
墓
域
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
囲
む
よ

う
に
貯
蔵
穴
や
住
居
が
あ
り
ま
し
た
。

　

硬
玉
製
大
珠
は
５
点
発
見
さ
れ
、
う

ち
４
点
が
、
遺
跡
中
央
部
の
墓
と
み
ら

れ
る
土ど

こ

う壙（
穴
）か
ら
出
土
し
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
一
つ
の
遺
跡
か
ら
複
数
の
大
珠

が
発
見
さ
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
例
が
な

く
、
と
て
も
貴
重
な
こ
と
と
い
え
ま
す
。

縄
文
時
代
中
期
の
集
落
跡

「
掘
米
Ａ
遺
跡
」

　

大
珠
は
、
縄
文
時
代
中
期
の
精
神

文
化
や
交
易
ル
ー
ト
を
研
究
す
る
上

で
、
と
て
も
重
要
な
文
化
財
で
す
。

　

今
回
の
硬
玉
製
大
珠
は
、
東
海
村

は
も
ち
ろ
ん
、
茨
城
県
全
体
の
歴
史

を
考
え
る
上
で
も
学
術
的
な
価
値
が

高
く
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
県
指

定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

「
大
珠
」は
学
術
的
価
値
の
高
い

文
化
財

　

今
回
ご
紹
介
し
た
硬
玉
製
大
珠

を
、
歴
史
と
未
来
の
交
流
館（
展
示

室
２
）で
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
機
会
に
郷
土
の
歴
史
に
触

れ
、
古
代
の
ロ
マ
ン
に
思
い
を
は
せ

て
み
ま
せ
ん
か
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！ 

歴
史
と
未
来
の
交
流
館
で
展
示
中

の
ヒ
ス
イ
で
作
ら
れ
た
も
の
と
み
ら

れ
ま
す
。
今
か
ら
約
５
０
０
０
年
も

の
昔
に
、
は
る
か
遠
く
離
れ
た
地
か

ら
や
っ
て
き
た
ヒ
ス
イ
の
大
珠
―
―
。

　

東
海
村
と
糸
魚
川
地
域
の
間
で
、

一
体
ど
の
よ
う
な

交
流
が
あ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
さ

ま
ざ
ま
な
想
像

が
膨
ら
み
ま
す
。
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